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長
く
高
齢
者
施

設
で
働
い
て
き
た

が
、
い
よ
い
よ
身

内
で
あ
る
父
の
介

護
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
関
わ
っ

て
こ
そ
知
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
あ
り
が
た
さ
を
実
感
す
る
一

方
で
、
制
度
の
不
十
分
な
実
態

に
直
面
し
て
い
る
。
公
的
サ
ー

ビ
ス
の
供
給
不
足
に
よ
り
民
間

事
業
者
が
横
行
し
、
高
額
な
負

担
を
強
い
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

受
診
介
助
や
服
薬
や
金
銭
・
財

産
の
管
理
、
お
む
つ
の
購
入
、

ゴ
ミ
捨
て
の
促
し
な
ど
、
家
族

が
担
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
こ

と
が
こ
と
の
ほ
か
多
い
。

　

介
護
保
険
制
度
を
始
め
る
際

に
ド
イ
ツ
の
制
度
を
参
照
し
た

と
の
こ
と
だ
が
、
家
族
に
よ
る

ケ
ア
に
対
す
る
現
金
給
付
の
選

択
肢
を
故
意
に
外
し
た
と
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
。
も
と
も
と
日

本
に
は
介
護
は
家
族
が
担
っ
て

当
然
と
の
風
潮
が
あ
り
、
社
会

保
障
費
抑
制
の
た
め
に
そ
れ
を

利
用
し
た
と
い
う
の
だ
。
そ
の

認
識
が
い
ま
だ
に
変
わ
っ
て
い

な
い
せ
い
で
介
護
労
働
者
の
低

賃
金
と
人
材
の
流
出
を
許
し
、

「
介
護
崩
壊
」
を
招
い
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

日
米
安
保
反
対
の
デ
モ
に
参

加
し
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

被
災
者
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
立
ち
上
げ
た
父
。
そ
の
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
は
、「
自

分
の
理
想
と
し
た
社
会
に
向
か

う
事
を
望
む
」
と
書
き
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
社
会
運
動

に
よ
り
勝
ち
取
ら
れ
て
き
た
社

会
保
障
制
度
を
守
り
充
実
し
て

い
く
た
め
に
、
私
の
で
き
る
こ

と
は
何
か
を
考
え
て
い
き
た

い
。

（
東
條
）

　東京商工リサーチのまとめで、2023年の訪
問介護事業者の倒産件数は67件となり、過去
最多になった。同社は、深刻なヘルパー不足
や燃料費の高騰などの影響によるとし、「ほ
かの業界との人材獲得競争が激しく、人手不

足の解消は難しい状況が続く」と分析してい
る。倒産件数は、調査を開始した2000年以降
最多だった2019年の58件を上回り、過去最も
多くなった。介護報酬や賃金水準を低く抑え
てきた国の責任が問われている。

訪問介護事業者の2023年の倒産件数 過去最多の67件に

る
こ
と
を
背
景
に
団
体
交
渉

に
臨
み
、
交
渉
を
有
利
に
す

す
め
て
経
営
者
の
譲
歩
を
引

き
出
す
戦
術
に
よ
っ
て
、

「
譲
れ
な
い
要
求
」
を
実
現

さ
せ
る
こ
と
を
論
議
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
戦
術
を
実
践

し
て
い
く
こ
と
で
、「
た
た

か
う
労
働
組
合
の
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
」
を
図
り
ま
す
。

要
求
内
容
を
未
加
入
者
に
も

伝
え
て
、
組
合
の
力
で
「
い

っ
し
ょ
に
実
現
さ
せ
よ
う
」

と
加
入
を
働
き
か
け
ま
す
。

３
月
３
月
1414
日
は
日
は

賃
上
げ
・
増
員
へ

賃
上
げ
・
増
員
へ

ア
ク
シ
ョ
ン
展
開

ア
ク
シ
ョ
ン
展
開

　

遅
く
と
も
２
月
末
ま
で
に

要
求
を
提
出
し
、
３
月
13
日

ま
で
に
回
答
を
引
き
出
し
、

３
月
14
日
に
ス
ト
ラ
イ
キ
も

構
え
て
「
私
た
ち
の
人
権
を

守
れ
！
３
・
14
福
祉
職
員
賃

上
げ
・
増
員
ア
ク
シ
ョ
ン
」

を
展
開
し
ま
す
。
こ
の
日
は

ワ
ッ
ペ
ン
シ
ー
ル
の
着
用
や

集
会
、
宣
伝
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

発
信
な
ど
を
広
げ
ま
す
。
組

合
員
を
増
や
す
目
標
も
決
め

て
、
４
月
か
ら
の
新
入
職
員

を
含
む
未
加
入
者
に
働
き
か

け
て
い
き
ま
す
。

必
要
な
賃
金
・
労
働
条
件
を

実
現
す
る
も
の
で
す
。
統
一

要
求
で
は
、
非
正
規
や
若
年

層
な
ど
一
番
困
難
な
状
況
の

福
祉
労
働
者
の
賃
金
底
上

げ
、
増
員
に
よ
る
労
働
時
間

の
短
縮
な
ど
を
重
視
し
、
提

出
し
ま
す
。

　

ど
う
し
て
も
実
現
さ
せ
た

い
「
譲
れ
な
い
要
求
」
が
ど

こ
に
あ
り
、
ど
う
す
れ
ば
実

現
で
き
る
の
か
話
し
あ
う
こ

と
を
大
切
に
し
ま
す
。
ス
ト

ラ
イ
キ
権
を
確
立
し
て
、
必

要
な
ら
行
使
す
る
構
え
で
あ

を
少
人
数
で
出
し
あ
う
こ
と

で
、
お
互
い
の
要
求
を
知
っ

て
共
感
を
広
げ
ま
す
。
分
会

や
地
方
組
織
の
役
員
は
、
組

合
員
と
未
加
入
者
か
ら
聴
き

と
っ
た
声
が
、
統
一
要
求
で

は
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い

る
か
を
説
明
し
ま
す
。
分
会

で
て
い
ね
い
に
話
し
あ
っ

て
、
一
致
し
た
内
容
を
分
会

独
自
要
求
と
し
て
ま
と
め
ま

す
。

　

統
一
要
求
は
、
全
国
の
福

祉
労
働
者
が
人
間
ら
し
く
生

活
し
働
き
続
け
る
た
め
に
、

度
か
ら
76
年
ぶ
り
に
改
善
さ

れ
ま
す
。
そ
の
幅
の
小
さ
さ

や
１
歳
児
の
改
善
が
25
年
度

以
降
に
先
送
り
さ
れ
た
こ
と

な
ど
多
く
の
問
題
は
残
し
て

い
ま
す
が
、
一
歩
前
進
で

す
。
ま
た
、
学
童
保
育
分
野

で
は
、
１
ク
ラ
ス
40
人
以
下

の
児
童
に
対
し
て
常
勤
職
員

２
人
を
配
置
し
た
場
合
に
、

補
助
金
を
引
き
上
げ
る
方
針

も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
不
十
分
な

が
ら
も
、
福
祉
労
働
者
の
賃

上
げ
の
原
資
が
公
的
に
用
意

さ
れ
る
も
と
で
春
闘
を
た
た

か
い
ま
す
。

2424
春
闘
の
重
点

春
闘
の
重
点

「
譲
れ
な
い
要
求
」を

「
譲
れ
な
い
要
求
」を

大
切
に
と
り
く
む

大
切
に
と
り
く
む

　

職
場
で
改
善
し
た
い
こ
と

賃
金
と
増
員
で

賃
金
と
増
員
で

人
権
を
守
れ
る

人
権
を
守
れ
る

職
場
に
し
よ
う

職
場
に
し
よ
う

　

処
遇
改
善
を
求
め
る
声
に

押
さ
れ
て
、
岸
田
政
権
は
２

月
か
ら
介
護
・
障
害
分
野
で

月
６
０
０
０
円
の
賃
上
げ
を

お
こ
な
う
ほ
か
、
４
月
か
ら

の
報
酬
も
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
２
０
２
３
年
の
人
事
院

勧
告
を
う
け
て
、
保
育
等
の

公
定
価
格
や
児
童
養
護
・
救

護
施
設
等
の
措
置
費
も
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

福
祉
保
育
労
の
な
か
ま
も

か
か
わ
っ
て
愛
知
か
ら
始
ま

っ
た
「
子
ど
も
た
ち
に
も
う

１
人
保
育
士
を
」
な
ど
の
運

動
も
あ
っ
て
、
４
・
５
歳
児

の
保
育
士
配
置
基
準
が
来
年

４年ぶりに対面で開催して78人が参加した大阪地本・旗開き（2024年１月19日）

　

そ
ご
う
・
西
武
労
組
や
札
幌
、
岩
手
の
病
院
で
の

ス
ト
ラ
イ
キ
に
か
か
わ
る
報
道
な
ど
、
労
働
組
合
の

持
つ
力
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
異
常
な
物
価
高
騰

が
続
く
な
か
、
社
会
的
に
賃
上
げ
が
求
め
ら
れ
る
中

で
春
闘
を
迎
え
ま
し
た
。
福
祉
労
働
者
と
利
用
者
、

双
方
の
人
権
が
守
ら
れ
る
福
祉
職
場
に
す
る
た
め
に

声
を
あ
げ
る
24
春
闘
方
針
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま

す
。

春闘で 賃上げ・増員 実現だ春闘で 賃上げ・増員 実現だ

3
月
14
日
に
む
け
て
活
用
を
よ
び
か
け
て
い
る
春
闘
チ
ラ
シ

み
ん
な
の
じ
ん
け
ん

み
ん
な
の
じ
ん
け
ん

ま
も
れ
る
よ
う
に
！

ま
も
れ
る
よ
う
に
！
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　２月中の要求書の提
出、３月13日までの回
答引き出し、何よりも
労働組合の力を発揮す
る団体交渉の開催を重
視して、春闘をすすめ
ます。
　３月14日は「私たち
の人権を守れ！3.14福
祉職員賃上げ・増員ア
クション」として、職

場アピールの採択、宣伝、SNSでの発信（#みんな
のじんけんまもれるように　#労働組合で声をあげ
よう #福祉職員賃上げ・増員アクション を添え
て）のほか、組合員を増やす目標や計画も立てまし
ょう。各地でとりくみを展開し、午後７時から８時
には、中央本部の主催でオンライン報告集会も開催
します。この日はワッペンシールを着用して、対話
を広げましょう。

　１月13・14日、第60回中央委員会が東京都内の会
場とオンラインを併用して開催され、中央委員34人
と中央役員など計67人が出席しました。統一要求を
含めた24春闘方針（案）と2024年度中央委員の選出
基準（案）の提案をうけ、討論のあと、議案をそれ
ぞれ全会一致で採択しました。13日は討論のあと
に、「ストを構えた職場闘争」の問題提起をうけ、
14のグループに分かれて、「要求・団交へ、ストも
構えて」「なかまを増やして要求実現」をテーマに
グループ討論をおこないました。
　全体の討論では、「ボーナスの削減提案に対し、
未加入者にも伝えながら団体交渉を重ね、譲歩を引

き出した」（山形）、「分会代表者会議を月１回オン
ラインで開催し、出席も増えてきた。４年ぶりの対
面での旗開きの申し込みも多い」（兵庫）などが語
られました。「楽しくもあり、勉強にもなり、新し
い発見もあった」などの感想も寄せられました。要
求書を提出し、団体交渉に踏み出してバージョンア
ップをすすめていきましょう。

私たちの人権を守れ！
３.14福祉職員賃上げ・増員アクション

１月13・14日　東京都内＆オンライン

第60回中央委員会で月5.3万以上の賃上げなど
統一要求を含む春闘方針を採択

４年ぶりに中央委員は会場出席を基本にして開催

　

岸
田
内
閣
は
昨
年
末
、

来
年
度
予
算
案
や
こ
ど
も

未
来
戦
略
、
こ
ど
も
大
綱

な
ど
を
閣
議
決
定
し
た
。

こ
の
な
か
で
、
４
・
５
歳

児
の
保
育
士
配
置
基
準
が

制
定
以
来
、
76
年
ぶ
り
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
国
会
請
願
署
名

や
議
員
・
自
治
体
へ
の
要

請
を
す
す
め
て
、
幅
広
く

世
論
に
訴
え
続
け
、
あ
き

ら
め
る
こ
と
な
く
運
動
を

継
続
さ
せ
て
き
た
こ
と
に

よ
る
歴
史
的
な
成
果
だ
。

福
祉
保
育
労
の
組
合
員
も

か
か
わ
っ
て
愛
知
か
ら
始

ま
っ
た
「
子
ど
も
た
ち
に

も
う
１
人
保
育
士
を
」
の

運
動
も
、
保
護
者
な
ど
の

声
と
と
も
に
広
が
り
、
大

き
な
力
に
な
っ
た
。
た

だ
、
保
育
士
１
人
に
子
ど

も
30
人
を
25
人
に
す
る
改

善
の
幅
は
小
さ
い
う
え

に
、
１
歳
児
の
配
置
基
準

の
引
き
上
げ
は
、
25
年
度

以
降
に
先
送
り
さ
れ
た
。

抜
本
的
な
改
善
を
求
め
る

運
動
が
必
要
だ
。

　

ま
た
、
４
・
５
歳
児
の

配
置
基
準
が
改
定
さ
れ
て

も
、
公
定
価
格
を
引
き
上

げ
る
の
で
は
な
く
、
加
算

で
の
対
応
と
な
る
。「
経

過
措
置
と
し
て
当
分
の
間

は
従
前
の
基
準
に
よ
り
運

営
す
る
こ
と
も
妨
げ
な

い
」
と
さ
れ
た
こ
と
で
、

現
行
で
の
運
用
も
可
能
と

な
る
。
配
置
基
準
改
定
＝

公
定
価
格
で
の
財
政
措
置

を
求
め
る
私
た
ち
の
要
求

と
は
異
な
る
。
３
歳
児
の

配
置
基
準
も
あ
わ
せ
て
改

定
さ
れ
る
が
、
財
政
措
置

と
し
て
は
加
算
の
対
応
の

ま
ま
だ
。
基
準
を
改
定
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
改
善
前

の
運
用
の
余
地
を
残
さ
な

い
た
め
に
、
公
定
価
格
の

見
直
し
が
欠
か
せ
な
い
。

　

政
府
は
、
保
育
士
不
足

や
待
機
児
解
消
を
口
実

に
、
資
格
要
件
の
緩
和
や

詰
め
込
み
保
育
を
促
す
子

ど
も
の
定
員
の
弾
力
化
な

ど
を
す
す
め
て
き
た
。
効

率
を
優
先
さ
せ
て
き
た
こ

と
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾

を
生
み
、
現
場
を
深
刻
に

さ
せ
て
き
た
。
保
育
以
外

も
含
め
て
、
福
祉
職
場
を

支
え
る
私
た
ち
の
権
利
と

利
用
者
の
権
利
の
双
方
が

保
障
さ
れ
る
職
場
・
制
度

・
基
準
を
つ
く
る
た
め

に
、
労
働
組
合
と
し
て
実

態
と
要
求
を
明
ら
か
に
し

て
、
24
春
闘
を
す
す
め
よ

う
。

保
育
士
の
配
置
基
準
の
改
善
も
課
題
を
残
す

権
利
が
保
障
さ
れ
る
職
場
・
制
度
を
求
め
て
い
こ
う

発言のハードルを
下げる質問の仕方が

カギだね！

　会議で意見が出ない悩みを抱えている職場や組合の
組織がほとんどではないでしょうか。「意見はありま
せんか」ではなく、「気になったことはどんなことで
すか」「印象に残った言葉は何ですか」など、「はい」
「いいえ」「大丈夫です」「特にないです」などが答え
にならない質問に変えてみましょう。「意見は？」と
聞かれると、わかりやすい構成で全員の参考になる内
容を求められていると感じ、ハードルが高くなりま
す。答えやすい質問に変えると、「気になったことを
答えればいいのか」「印象に残った言葉はこれだった
な」と、今までよりも意見が出てくるはずです。

組合活動
の

ツボ

統一要求ってなぜ出すの？

ピタッピタッとと解説解説
要求しなき

ゃ

始まらない
！

※ できるだけ２月前半、遅くとも２月中に統一要求書を提出
しよう！

２月

●７日（木）　 福祉保育労中央行動
●13日（水）　 回答指定日　この日までに回答を引き出そう
●14日（木）　 「私たちの人権を守れ！３.14福祉職員賃上げ・

増員アクション」
　　　　　　午後７～８時　オンライン報告集会
　　　　　　※福祉保育労の春闘統一行動日です！

３月

その２

質問を変える
会議を
変える２

1

　最低賃金は、一番高い東京都でも1,113円　最低賃金は、一番高い東京都でも1,113円
で、一番低い岩手県では893円。労働基準法で、一番低い岩手県では893円。労働基準法
の法定労働時間の上限まで働いた場合でも、の法定労働時間の上限まで働いた場合でも、
全国13位の栃木県で、954円×週40時間×52全国13位の栃木県で、954円×週40時間×52
週で年収は約198万円。「健康で文化的な最低週で年収は約198万円。「健康で文化的な最低
限度の生活」は営めない。時給1,700円にな限度の生活」は営めない。時給1,700円にな
れば、福祉保育労が求めている年間所定労働れば、福祉保育労が求めている年間所定労働
時間1,800時間で、年収306万、月平均25万時間1,800時間で、年収306万、月平均25万
55,,000円に達する。000円に達する。

2

　要求アンケートの第３次集計では、正規職　要求アンケートの第３次集計では、正規職
員の月額賃上げ要求は加重平均で34,428円と員の月額賃上げ要求は加重平均で34,428円と
過去最高に。2012年の実質賃金からの低下率過去最高に。2012年の実質賃金からの低下率
は10.6％で、その影響額21,338円を加えるは10.6％で、その影響額21,338円を加える
と、55,766円。非正規雇用の時間額賃上げ要と、55,766円。非正規雇用の時間額賃上げ要
求は平均195.9円で、同様に影響額133円を加求は平均195.9円で、同様に影響額133円を加
えると328.9円。非正規職員の要求額を月額えると328.9円。非正規職員の要求額を月額
換算した330円×１日7.5時間×月21日＝換算した330円×１日7.5時間×月21日＝
51,975円とのバランスなどを踏まえて、51,975円とのバランスなどを踏まえて、
53,000円以上とした。53,000円以上とした。

3

　要求アンケートでも、労働時間の長さやた　要求アンケートでも、労働時間の長さやた
だ働きに不満が出されている。１日7.5時間だ働きに不満が出されている。１日7.5時間
以内などの労働時間を求める。一般企業の半以内などの労働時間を求める。一般企業の半
数近くで実施されている完全週休２日制は、数近くで実施されている完全週休２日制は、
疲労の回復や家族との団らんなどの保障に必疲労の回復や家族との団らんなどの保障に必
要。休憩時間や持ち帰りで事務をおこなうの要。休憩時間や持ち帰りで事務をおこなうの
ではなく、事務時間や休憩を保障し、不払いではなく、事務時間や休憩を保障し、不払い
残業を一掃する。健康維持や生活の充実にむ残業を一掃する。健康維持や生活の充実にむ
けても年休の取得保障を求めよう。変形労働けても年休の取得保障を求めよう。変形労働
制の本来の目的は繁忙期への対応だが、福祉制の本来の目的は繁忙期への対応だが、福祉
職場には繁忙期や閑散期がない。１日８時間職場には繁忙期や閑散期がない。１日８時間
・週40時間などの労働時間の制限を破り、労・週40時間などの労働時間の制限を破り、労
働の強化とコスト削減につながる変形労働制働の強化とコスト削減につながる変形労働制
をなくすことを求める。をなくすことを求める。

5

　法改正によって、2021年４月から、すべて　法改正によって、2021年４月から、すべて
の事業所で正規と非正規の「不合理な待遇の事業所で正規と非正規の「不合理な待遇
差」が禁止された。厚生労働省のガイドライ差」が禁止された。厚生労働省のガイドライ
ンでは、通勤手当などの手当、慶弔休暇などンでは、通勤手当などの手当、慶弔休暇など
の福利厚生にかかわるものは同一でとし、の福利厚生にかかわるものは同一でとし、
「待遇差の解消にあたって労使の合意なく正「待遇差の解消にあたって労使の合意なく正
社員の待遇を引き下げることは望ましい対応社員の待遇を引き下げることは望ましい対応
とはいえない」としている。とはいえない」としている。

9

　労働基準法第２条は「労働条件は、労働者　労働基準法第２条は「労働条件は、労働者
と使用者が、対等な立場において決定すべきと使用者が、対等な立場において決定すべき
もの」とし、労働契約法第９条は「使用者もの」とし、労働契約法第９条は「使用者
は、労働者と合意することなく、就業規則をは、労働者と合意することなく、就業規則を
変更することにより、労働者の不利益に労働変更することにより、労働者の不利益に労働
契約の内容である労働条件を変更することは契約の内容である労働条件を変更することは
できない」としている。労使合意の原則を踏できない」としている。労使合意の原則を踏
まえて「労使基本協約」の締結をめざそう。まえて「労使基本協約」の締結をめざそう。

10
　要求に対し、「それだけ支払うお金がな　要求に対し、「それだけ支払うお金がな
い」「本当の敵は理事会ではない」と対応さい」「本当の敵は理事会ではない」と対応さ
れることがあるが、それで終われば改善につれることがあるが、それで終われば改善につ
ながらない。要求の正当性を認めさせ、国やながらない。要求の正当性を認めさせ、国や
自治体にリアルな実態を伝えてこそ、制度改自治体にリアルな実態を伝えてこそ、制度改
善を迫ることができると訴えよう。善を迫ることができると訴えよう。

4

　あいち保育労働実態調査プロジェクトが実　あいち保育労働実態調査プロジェクトが実
施して2018年に発表された調査では、持ち帰施して2018年に発表された調査では、持ち帰
りを除く不払い労働は月14.7時間。調査後のりを除く不払い労働は月14.7時間。調査後の
東海地本の検証調査でも「超勤申請がしやす東海地本の検証調査でも「超勤申請がしやす
くなったか」で、「いいえ」と「どちらでもくなったか」で、「いいえ」と「どちらでも
ない」の合計は７割をこえた。不払い残業ない」の合計は７割をこえた。不払い残業
は、ただ働きの強要で契約違反。労働基準法は、ただ働きの強要で契約違反。労働基準法
が規定する休憩時間も含めて、自分の時間をが規定する休憩時間も含めて、自分の時間を
確保しよう。確保しよう。

6

　コロナの感染症法上の位置づけが２類から　コロナの感染症法上の位置づけが２類から
５類になっても、福祉職場での感染リスクは５類になっても、福祉職場での感染リスクは
高い。コロナを含む感染症予防のワクチン接高い。コロナを含む感染症予防のワクチン接
種や検査キット購入の費用を、個人に負担さ種や検査キット購入の費用を、個人に負担さ
せないようにすることが必要。感染した場合せないようにすることが必要。感染した場合
も、安心して療養できる特別有給休暇の付与も、安心して療養できる特別有給休暇の付与
を求めよう。を求めよう。

8

　企業参入がすすむなかでイコールフッティ　企業参入がすすむなかでイコールフッティ
ング（対等な競争条件の整備）を名目に、新ング（対等な競争条件の整備）を名目に、新
規加入の公費助成を外す見直しが2006年に高規加入の公費助成を外す見直しが2006年に高
齢福祉職場で、2016年に障害福祉職場でも実齢福祉職場で、2016年に障害福祉職場でも実
施された。保育職場も対象にした見直しが浮施された。保育職場も対象にした見直しが浮
上した経過もある。加入継続を求め、継続し上した経過もある。加入継続を求め、継続し
ていない法人には同水準の制度を求めよう。ていない法人には同水準の制度を求めよう。

7

　法改正により2022年４月からすべての事業　法改正により2022年４月からすべての事業
所で、パワハラ防止措置が義務化された。他所で、パワハラ防止措置が義務化された。他
のハラスメントも防止措置に加えて、相談しのハラスメントも防止措置に加えて、相談し
たことなどによる不利益取扱いの禁止などがたことなどによる不利益取扱いの禁止などが
明確化された。福祉職場では規模が小さく、明確化された。福祉職場では規模が小さく、
相談窓口の担当者が行為者であるケースもあ相談窓口の担当者が行為者であるケースもあ
り、複数の窓口設置を求める。法人の影響力り、複数の窓口設置を求める。法人の影響力
が及ばない独立した機関（法律事務所や社会が及ばない独立した機関（法律事務所や社会
保険労務士など）を相談体制の中に位置づけ保険労務士など）を相談体制の中に位置づけ
て、公平性が保たれる体制づくりを求める。て、公平性が保たれる体制づくりを求める。
「ハラスメントをなくす福祉保育労宣言」も「ハラスメントをなくす福祉保育労宣言」も
踏まえて、防止措置を法人と協議して整備さ踏まえて、防止措置を法人と協議して整備さ
せよう。せよう。

☆解説の詳細は「春闘統一要求の手引き」をご参照ください。
※ 左記の統一要求項目とは別の統一要求基準は、地方組織で必要に
応じて盛り込むものとして、地方組織と分会に項目資料を送って
います。

１ ．すべての労働者に時給1,700円以上を確保すること。またフルタイム労働者については、正
規・非正規問わず年収300万円以上（一時金・手当など除く）とすること。

２．誰でも時間額330円以上、月額53,000円以上の賃上げを実施すること。 

３ ．職員を増員しかつ業務の見直しをおこない、以下の点を実現（遵守）し健康で働き続けられ
る職場にすること。

（１ ）労働時間の短縮をすすめ、１ 日7.5時間以内（週37.5時間以内、月150時間以内）を実現す
ること。

　　　また、所定労働時間を1,800時間以内にすること。
（２）勤務体制について
　① すべての時間帯で複数体制を確保し、利用者の安全を確保するとともに休憩を保障するこ
と。

　②インターバル制度を導入すること。その際は以下の点を守ること。
　　ⅰ．勤務と勤務の間を11 時間以上空けること。
　　ⅱ．入所型施設での夜勤労働の明け日は勤務を入れないこと。
（３）年間休日は125日以上とし、完全週休２日を保障すること。
（４）事務時間を所定労働時間内に保障すること。
（５）有給休暇の完全取得を保障すること。
（６）変形労働制はなくすこと。

４  ．以下の項目について法令を遵守し、誰もが健康で働き続けられる職場にすること。
（１）不払い残業（持ち帰り残業を含める）をなくすこと。
（２）休憩時間を保障すること。

５ ．非正規労働者（無期雇用に転換した労働者を含む）については、均等待遇原則に基づいて正
規労働者と同等の労働条件を保障すること。その際、正規労働者の賃金などの水準を引き下げ
ないこと。

６ ．感染症防止の観点から、検査キット購入費用、ワクチン接種費用は事業所負担とすること。
職員が感染した場合は、特別有給休暇を保障すること。

７．ハラスメント対策について
（１ ）パワハラなどハラスメントの防止規定を実効あるものにし、職場からハラスメントを一掃
するために、管理職およびすべての職員を対象に必要な研修を行うこと。

（２ ）法人から独立した機関を窓口や解決システムの中に位置づけ、公平性が保たれる体制にす
ること。また、相談担当者（窓口）は複数とすること。

（３ ）職場でのハラスメント防止措置（防止規定・研修・解決のしくみ）を、労働組合と協議の
うえでとること。

８ ． 社会福祉施設職員等退職手当共済制度への加入を継続すること。または、同水準の退職金
制度を設けること。

９ ．賃金や労働条件の変更にあたっては、労使合意を原則とし一方的な変更は行わないこと。

10 ．上記の要求内容を実現するため、必要な制度改善と財源を国の責任で保障することを、法人
（事業所）として国に求めること。

24春闘 福祉保育
労統一要求項目

組織拡大キャンペーンのポイント

集まって　目標決めて　とりくもう
◆３月14日までは
　要求書の作成や提出、団体交渉など、要求を実現してい
くなかで、未加入者と対話をすすめて加入をよびかけてい
きましょう。

◆３月14日からは
　３月14日の「賃上げ・増員アクション」からの後半は、①各地方組織
と分会で、状況にあった目標を決める　②４月から地方組織や分会で開
く「社会的基準を引き上げる対話集会」（仮称）に未加入者を誘い対話
のきっかけにする　③力をあわせて６月までに達成をめざす、３点をよ
びかけます。３月14日の春闘統一行動で集まる機会なども活用して、目
標や対象者など計画を決め、組合員を増やしていきましょう。
　分会・班で決めた目標は、３月15日までにグーグルフォーム（上記の
ＱＲコードから）か用紙で報告してくださいね。
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　答えと「福祉のなかま」の気になった記事の感
想、近況などを必ず添えて、ハガキかＦＡＸ、メ
ールで送付ください（地方組織・分会、氏名、住
所明記）。紙面やホームページ等に掲載させてい
ただくことがありますので、ご了承ください。
締切▶３月15日
発表▶2024年４月号
賞品▶正解者の中から５人の方に
　　　図書カード（1000円）進呈
宛先▶「福祉のなかま」編集部

島根支部・執行委員長
（ひまわり第２保育園分会）
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れ

㉖
使
い
道
の
な
い
品
物
や
道
具

の
こ
と

㉘
金
・
銀
・
プ
ラ
チ
ナ
な
ど
貴

重
で
高
価
な
金
属

㉙
舞
台
の
…
…
が
お
り
る

■
タ
テ
の
カ
ギ

①
日
本
の
ヒ
ー
ロ
ー
番
組
の
元

祖
…
…
仮
面

②
濃
い
藍
色

③
パ
ン
粉
を
つ
け
た
揚
げ
物
。

エ
ビ
…
…
、
カ
キ
…
…

④
年
頭
に
神
社
や
寺
院
に
参
拝

す
る
…
…
も
う
で

⑤
大
統
領
は
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー

⑥
電
車
が
…
…
し
て
遅
刻

⑧
物
事
に
動
じ
な
い
気
力
、
…

…
が
あ
る

⑪
大
み
そ
か
の
夜
に
食
べ
る
…

…
越
し
そ
ば

⑭
新
式
↑
↓

⑯
秋
田
県
横
手
地
方
で
有
名
な

雪
の
行
事

⑱
時
間
に
余
裕
の
あ
る
状
態

⑳
物
の
表
面
の
輝
き
、
つ
や

㉑
勇
ま
し
く
強
い
心

㉓
医
師
を
め
ざ
し
て
入
る
大
学

の
…
…
部

㉕
…
…
よ
り
証
拠

㉗
人
里
に
も
出
没
す
る
大
型
の

動
物

３
８
１
号
（
２
０
２
３
年
12
月

号
）
の
答
え
と
当
選
者

　

３
８
１
号
の
答
え
は
、「
フ

ユ
ノ
セ
イ
ザ
」
で
し
た
。
応
募

は
21
人
で
し
た
。
抽
選
に
よ
り

次
の
方
々
に
図
書
カ
ー
ド
を
送

り
ま
す
。

石
黒　

未
紗
さ
ん

（
東
海
地
本
・
き
た
ち
く
さ
分
会
）

萩
原　

実
香
さ
ん

（
東
海
地
本
・
田
代
保
育
園
分
会
）

中
山　

和
佳
子
さ
ん

（
東
海
地
本
・
ま
つ
か
ぜ
分
会
）

新
居
崎　

裕
美
さ
ん

（
京
都
地
本
・
萌
労
組
）

馬
場　

順
子
さ
ん

（
大
阪
地
本
・
穂
積
福
祉
会
分
会
）

　署名運動のかいもあって、４・５歳児の職
員配置基準が改善されることになりました。
一歩前進です。社会的にも保育士の配置基準
に問題があることが認識されてきていること
は、うれしいことです。ここで一気に賃金体
系も改善されるように、さらに署名をがんば
りたいと思います。

配置基準につづいて
賃金の改善をめざして

東海地本・まつかぜ分会　安藤　光枝さん

　署名活動の報告特集を読んで、自分も初め
て街頭署名に参加した時に、声をかけること
にとても緊張したことを思い出しました。そ
れでも勇気を出して声をかけて、寄り添いの
言葉や励ましの声をかけてもらえた時には
「もっとがんばろう」と前向きな気持ちにさ
せてもらえました。一人の力は微力かもしれ
ないけれど、みんなで力をあわせれば大きな
力になると信じてがんばろうと思いました。

初めての街頭署名行動を思い出して
東海地本・きたちくさ分会　石黒　未紗さん

　半年間の育休を取らせていただき、秋に復
帰しました。３人目の子どもで初めてとった
育休は、育児に参加する良い機会でした。子
どもの成長をそばで感じられる貴重な経験な
ので、育休を取る男性がもっと増えていって
ほしいなと思います。

もっと男性も育休を
大阪地本・大阪福祉事業財団分会　高槻温心寮班　

溝口　慎一さん

　労働条件が厳しいと感じる場面で、休憩や
休暇が取れないことが多くあるということで
すが、私は働き始めてそう感じたことがない
ので、めぐまれているな～と感じました。よ
り働きやすい環境にするために、組合活動を
がんばっていきたいです。

より働きやすい環境にするために
東海地本・田代保育園分会　河野　鼓夏さん

12月号を読んで

ワンコイン共済ワンコイン共済 加入加入　すすめようすすめようへへのの　　 　　 をを

　おサイフにやさしい掛金のおかげで、自分が仕事に行けなく
なった時に備えて加入を続けてきました。“お守りがわり”の
まま定年を迎えるのかなと思っていましたが、最後の年度に転
んでひざ関節内の骨折、１ヶ月半の休職となってしまいまし
た。職場のなかまには迷惑かけてしまうし、動けないって辛い
ことなんだと身をもって知ることに…。給付金とお見舞金はと
てもありがたかったです。車の運転ができず、田舎なので受診
のたびにタクシー代もかさんでいたもので、福祉保育労共済が
あってよかったです。
　ひとつ心残りなのは、若い頃は日々の忙しさと“年金”に現
実感がなく、年金共済に入りそびれていたこと。後から「早い
うちから始めていたら良かったなあ」と思ったときは遅かっ
た！無理することはないけれど、定年後の自分へのごほうびを
準備しておくのも良いかも。
 （山梨　うさぎ年のカメ）

　登山での下山中
に、転んで左手首
を骨折し入院。リ
ハビリ中、親指の
腱が切れてつなぐ
手術でまた入院。

骨をつないでいたプレートをとるためにさ
らに入院。１回の骨折で３回も入院をしま
した。
　月500円の掛金で３万円をこえる給付に
おどろきです。ありがたかったけど、３回の
入院で入院生活にもあきて、もうもらうこ
とがないのが一番と実感。ケガや病気をし
ないように日頃から健康に気をつけます。
 （北海道　ふみちゃん）

入ってて良
かった!!

入ってて良
かった!!

ワンコイン
共済

ワンコイン
共済

仕事でのケガでも、余暇でのケガでも 給付対象
　福祉職場では、気をつけていて
も、利用者を守るためのとっさの
対応でケガをしてしまうことがあ
ります。また、余暇を楽しんでい
る時、突然の事故や自然災害でケ
ガをする場合もあります。
　「ワンコイン共済」では、病気
だけではなくケガでも、日帰り入
院や医師の指示で連続５日間以上
自宅療養をした場合は給付対象で
す。

月500円の掛金で月500円の掛金で
 おどろきの給付額 おどろきの給付額

給付金はありがたかったけど給付金はありがたかったけど
 ひとつだけ心残りが… ひとつだけ心残りが…


